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美しく趣ある風景を継ぐ
　　　内子町・川登地区「川まつり・筏流し」
　４月第４日曜日、内子町の川登地区で「川まつり・筏流
し」が行われます。この催しは小田川で昭和20年頃まで行わ
れた、筏での木材運搬の様子を再現するものです。昭和後期
から不法投棄などで河川環境が悪化したことを受け、「川に
目を向け、筏を流していた頃の美しい風景を取り戻そう」と
住民らが企画。今年で32回目を迎えます。

　イベント最大の見せ場は、笠と蓑を身に着けた筏師たちが
竿を巧みに操り、川面に筏を滑らせる「正調筏流し」です。
他にも乗船体験やうどんの食べ放題もあり、会場は大勢でに
ぎわいます。水遊びを楽しむ子どもたちや、風情ある光景を
収めようと集まったカメラマンなど、美しい川辺でのひとと
きを思い思いに楽しんでいました。
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地方自治体のシステム標準化による
コスト増加に関する要望について　

　平素は、各町村の振興発展のため御指導、御協力を賜り深く感謝申し上げます。
　さて、我々四国四県町村会は、県内町村における地方自治体のシステム標準化
を推進するために、以下の事項について強く要望いたします。

　令和２年から国主導で推進されております自治体システム標準化の期限が迫る
中、各町村にはベンダーから、標準化対応一時費用（イニシャルコスト）並びに
ガバメントクラウド費用を含む標準化対応システムの利用料（ランニングコスト）
が提示されました。
　国の基本方針において、標準化移行により、情報システムの運用経費等につい
ては、「平成30年度比で少なくとも３割の削減を目指す」とされていますが、四国
四県町村会において移行後のランニングコストについて調査したところ、令和７
年度では標準化前と比べ平均倍率で2.53倍、多いところでは4.97倍と、大幅に増
加する見込みであり、また、昨今の物価高、人件費の高騰を考慮すれば、令和８
年度以降も、更なる増額が予想されます。こうした状況にも関わらず、ランニン
グコスト増額分に係る財政措置は設けられておりません。
　四国の町村は、人口減少が深刻化する中、社会保障関係費の増加はもとより、子
ども・子育て政策の強化や南海トラフ地震対策等の防災・減災対策など歳出総額
は増加傾向にあり、これに加えてこの度のシステム標準化を要因とするランニン
グコストの大幅な増額は、町村財政を更に圧迫し、行政運営に深刻な影響を及ぼ
すこととなります。
　我々四国四県町村会としては、各町村がコストの削減を前提に標準化に取り組
んでいることを踏まえ、イニシャルコストと同様に、ランニングコストの増額分に
ついても、地方交付税・特別交付税でなく全額国庫補助金とすることを強く要望
いたします。

　徳島県町村会会長　　玉　井　孝　治
　香川県町村会会長　　谷　川　俊　博
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「講　話」　
講師：高門副会長（伊方町長）
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主事

木下

（3170）

係長 主任

森本 安井

（3172）（3173）

事務補助

五百木
カラー
プリンター

（3176）

（2890）

（3209）

912-2209

課　長

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

藤　田 雲　峰
912-2212

係長（行政係）

大岩

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

吉　田
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所

　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔令和₇年₄月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事務局長 向　井　政　明 総括、町村会事務局長、議長会事務局長、総合事務組合事務局長、振興協会常務理事

次　　長 清　川　　　敦 局長補佐、総合事務組合次長、振興協会事務局長

次　　長 田　窪　浩　司 局長補佐、町村会次長、議長会次長、振興協会出納役

総 　

務 　

課

課　　長 中　井　貴　志 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、物資斡旋
　職員人事管理関係（町村会・議長会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発電関係）、
　過疎協議会、人権協会、　監査協関係に関すること。（会計を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、軽自動車税申告書の取扱、ホー
ムページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、（一財）全国自治協会共済受託事業、職員生協自動車事
故処理に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

課長補佐 原　田　祐　子

主　　任 新　岡　拓　也

主　　事 藤　川　拓　也

主　　事 久　保　佳　織

会
計
課

課　長（兼）
会計管理者 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。

◦職員生協（火災・自動車共済）事業（事故処理を除く）

主　　任 真　鍋　侑　里

主　　事 芳之内　麻里菜

事 　

業 　

課

課　長（兼） 清　川　　　敦

◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務災害の
庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を含む）

◦文書発送会計に関すること。

主　　任 丹　下　浩　明

主　　事 三　瀬　菜々美

主　　事 小　西　涼　雅

主　　事 増　澤　ゆかり

〔令和₇年₄月１日 現在〕
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町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
鬼
北
町
長
選
挙

が
4
月
13
日
に
行
わ
れ
、
投
票
の
結

果
、
現
職
の
兵
頭
誠
亀
氏
が
再
選
さ

れ
た
。

　
　

鬼
北
町
長

　
　
　
兵

ひ
ょ
う

　
頭ど

う

　
誠せ

い

　
亀き

　
氏

４
月
の
会
と
催
し

▽
7
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
要
望
活
動
事

前
打
合
せ
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

▽
9
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議

▽
10
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
、
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
研
修

会（
11
日
ま
で
）

▽
11
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
協
議
会
幹

事
会
、四
国
四
県
町
村
会
要
望
活
動（
地

方
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
よ
る

コ
ス
ト
増
加
に
関
す
る
要
望
）

▽
15
日
＝
2
0
2
5
年
愛
媛
県
人
権
教
育

協
議
会
委
員
会

▽
17
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
連
合
会
職
員
研
修
会
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
事
務
・
事
業
説
明
会

▽
18
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
職
員
研
修
会

▽
24
日
＝
令
和
7
年
度
新
規
採
用
職
員
研

修
会（
25
日
ま
で
）、
令
和
7
年
度
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
事
務
説
明
会

▽
25
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
全
体

会
議
、
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道

府
県
町
村
会
長
会
、
愛
媛
県
新
幹
線
導

入
促
進
期
成
同
盟
会
令
和
7
年
度
総
会

▽
27
日
＝
自
由
民
主
党
愛
媛
県
支
部
連
合

会
第
69
回
定
期
大
会

　

 

正
義
の
見
せ
場
を

　

列
島
の
北
方
は
、
今
、
桜
の
花
が
満
開

の
よ
う
だ
が
。『
寒
い
。
暑
い
。』と
言
い
な

が
ら
桜
前
線
は
足
早
に
駆
け
上
が
り
、
短

い
春
は
新
緑
へ
、
早
く
も
4
月
末
は
初
夏

の
よ
う
で
あ
る
。
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

幕
さ
れ
毎
日
10
万
超
す
人
々
が
入
場
。
今

や
行
楽
地
以
外
で
も
、
外
国
人
の
多
さ
に

海
外
に
来
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
が
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
入
っ
た
。
4
月

は
新
し
い
領
域
ヘ
の
出
発
点
、
多
く
の
出

会
い
が
始
ま
り
、
心
躍
る
人
々
は
溢
れ
て

い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
ト
ラ
ン
プ
関
税

旋
風
が
吹
き
荒
れ
、
世
界
は
ス
ッ
キ
リ
し

な
い
。
米
国
は
2
3
6
年
ぶ
り
の
外
交

変
更
や
研
究
部
門
の
予
算
大
幅
削
減
。
か

つ
て
な
い
在
米
留
学
生
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

米
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
中
が
ト
ラ
ン
プ

氏
の
采
配
に
右
往
左
往
し
て
い
る
。
我
が

国
で
も
備
蓄
米
の
放
出
に
関
わ
ら
ず
高
騰

す
る
店
頭
の
コ
メ
価
格
に
一
枚
噛
ん
で
き

つ
つ
あ
る
。
現
行
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

年
77
万
ｔ
の
う
ち
主
食
用
10
万
ｔ
と
の
扱

い
に
係
る
。
今
日
の
食
料
自
給
率
（
現
38

％
）
引
き
上
げ
、
食
料
の
安
保
は
国
是
に

等
し
い
。
特
に
、
地
球
温
暖
化
や
世
界
の

政
治
が
、
不
安
定
感
を
増
す
時
代
。
国
内

の
食
料
安
定
、
コ
メ
は
自
給
の
主
役
で
あ

る
。
コ
メ
の
確
保
は
国
民
全
て
の
安
心
感
、

お
守
り
と
し
て
死
守
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
先
々
の
コ
メ
生
産
量
に
狂

い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
需
給
バ
ラ
ン
ス
。

今
回
の
コ
メ
騒
動
を
備
蓄
米
放
出
だ
け
で

幕
引
き
し
な
い
基
盤
対
策
の
確
立
を
願
う
。

　

次
に
、現
時
点
で
は
、月
日
の
決
定
は
？

で
あ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
戦
争
が
停

戦
に
向
か
う
か
も
知
れ
な
い
朗
報
。
泥
沼

へ
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
時
期
に
あ
る
。

　

こ
の
世
の
中
、
何
だ
か
ん
だ
と
言
っ
て

一

筆

も
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
に
事
が
運
べ
ば
す
ん

な
り
終
り
と
な
ろ
う
。
自
ら
が
仕
掛
け
た

も
の
が
計
画
通
り
の
結
果
を
得
て
、
そ
の

全
て
を
認
め
ら
れ
れ
ば
文
句
は
な
い
は
ず
。

仲
裁
者
の
交
渉
、
美
辞
麗
句
と
と
も
に
甲

乙
ど
ち
ら
か
。
戦
い
を
仕
掛
け
ら
れ
否
応

な
く
応
戦
し
、
命
を
落
と
し
た
人
々
、
主

権
国
家
の
あ
り
方
を
見
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
。
軍
事
力
の
強
・
弱
に
よ
っ
て
、
国

家
の
主
権
を
無
視
し
た
「
出
来
事
」
は
、各

地
域
に
波
及
す
る
極
め
て
重
大
事
で
あ
る
。

　

兎
に
角
、『
平
和
共
存
』
は
、
言
葉
だ
け

に
あ
ら
ず
。
何
事
も「
や
っ
た
者
勝
ち
」で

は
、
1
9
9
9
年
の
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の

大
予
言
よ
り
悪
い
シ
ナ
リ
オ
に
な
る
。
今

回
、
仲
裁
交
渉
者
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
本

領
を
発
揮
、
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
で
は
な
い

正
義
の
見
せ
場
を
…
。
ま
た
そ
の
交
渉
術

は
、
拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
に
も
是
非

助
力
願
い
た
い
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
見

え
隠
れ
す
る
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
思
案
な
ん
ぞ
一
切
や
め
に
し
て
、
一
緒

に
世
間
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
に
飛
び
出
し
ま

し
ょ
う
。
あ
え
て
言
い
ま
す
が
、
瞑
想

な
ん
か
す
る
奴
は
、
悪
魔
に
と
り
つ
か

れ
て
枯
れ
た
草
原
の
う
え
を
ぐ
る
ぐ
る

引
き
回
さ
れ
る
動
物
み
た
い
な
も
の
で

す
。
そ
の
周
り
に
は
美
し
い
緑
の
牧
場

が
あ
る
の
に
。」

　

�

（
ゲ
ー
テ　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）
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